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～ 神奈川は国内外へのゲートウェイ ～１.はじめに
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中京圏
近畿圏

■ 首都圏は国内外からの人・モノが交流する結節点

■ 神奈川は東名高速などが県土を貫き、羽田空港や横浜港を介した国内外へのゲートウェイ

凡 例
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都心

羽田空港

横浜港



１.はじめに ～ 県内の自動車専用道路網 ～

■ 県内の自動車専用道路網は着実に進展
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■ 自動車専用道路の沿線を中心に約300社もの工場や研究施設が立地されるなど、県内の企業活動が活性化
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～ 道路整備のストック効果 ～１.はじめに

凡 例

供用済

県の企業誘致施策を
活用し直近約15年間
で立地した企業

事業中区間

圏央道（さがみ縦貫道路） 東名高速道路
N



大山

城ヶ島・三崎

大山阿夫利神社
［伊勢原市］

城ヶ島［三浦市］

■ 県内の入込観光客数は、３年連続で２億人を突破

旧吉田茂邸［大磯町］

大磯
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１.はじめに
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■ 平成28年４月の首都圏料金改正以降、都心を通過する交通が圏央道に転換し、圏央道は、環状道路として

機能

令和２年11月27日社会資本整備審議会道路分科会第45回国土幹線道路部会資料をもとに神奈川県作成

【平成28年度以前】

【平成28年度以降】
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圏央道経由

都心経由

９割９割

１割

２.首都圏の交通状況と課題 ～ 料金改正による交通変化 ～

【出典】平成28年３月１日国土交通省記者発表

シンプル・シームレスな料金へ

千
葉
東
金
道
路

第
三
京
浜

京
葉
道
路

圏
央
道

横
浜
横
須
賀
道
路

首
都
高
速
道
路

中
央
道
均
一
区
間

埼
玉
外
環

44.0

海老名～
久喜白岡

15.7

20.4
24.8

43.2

36.6

24.6

［29.52］

円/km
円/km

７割

１割

３割

凡 例

供用済

事業中区間

未事業化区間

平成28年４月首都圏料金改正

東名高速

東北道

圏

央

道



■ 平成28年４月の首都圏料金改正以降、首都高では短トリップが安くなったことで、交通量は増加傾向

6

令和２年11月27日社会資本整備審議会道路分科会第45回国土幹線道路部会資料をもとに神奈川県作成
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■ 首都高では、都内を中心に、依然として慢性的な渋滞が発生

■ 渋滞発生時間帯は、昼間が中心
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■世界主要都市との比較（平均渋滞レベル）

⑤

①

⑥

⑨

④

⑩

⑧

⑦

②

③

首都高の主要渋滞ポイント

首都高の渋滞発生時間ランキング上位10位（H30年度平日１日当たり）

凡 例

平均旅行速度20km/h以下

（令和元年１～12月の実績）

生麦JCT

大師JCT

神奈川県内の首都高の渋滞箇所

時間帯別の交通量と渋滞損失時間
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慢性的渋滞

令和２年11月27日社会資本整備審議会道路分科会第45回国土幹線道路部会資料をもとに神奈川県作成

２.首都圏の交通状況と課題

〔 生麦ＪＣＴ～大師ＪＣＴ 〕
都市高速道路渋滞ランキング 21位

令和元年度渋滞損失時間 101.6 万人・時間/年

①首都圏では都心・昼間を
中心とした慢性的な渋滞
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令和２年11月27日社会資本整備審議会道路分科会第45回国土幹線道路部会資料をもとに神奈川県作成

■ 首都圏の放射状道路や環状道路は、依然として交通集中による渋滞が発生

■ 神奈川県内では、東名高速、圏央道、第三京浜、横浜新道、首都高横羽線などで慢性的に渋滞が発生

２.首都圏の交通状況と課題
①首都圏では都心・昼間を
中心とした慢性的な渋滞

東京都 31.6 ㎞/h

大阪府 47.9 ㎞/h

埼玉県 55.8 ㎞/h

神奈川県 60.4 ㎞/h

愛知県 65.7 ㎞/h

全国平均 76.0 ㎞/h

高速道路の混雑時平均旅行速度（ワースト５）

【出典】H27道路センサス



■ 新規路線の開通などがあり、同一発着の複数の経路で、料金の差異が生じている

■ 都心を通るルートが安いなど、渋滞を助長

②料金の差異による
渋滞助長２.首都圏の交通状況と課題

※料金表（ ）内は、経路内の首都高の料金と距離

圏央道経由ルート

料金 距離

4,000円
（ 0円）

154.0㎞
（ 0㎞）

保土ヶ谷バイパス経由ルート

料金 距離

3,360円
（1,320円）

132.4㎞
（ 66.5㎞）

【出典】料金、距離はNEXCO東日本HPより引用

厚木IC

桜土浦IC

横浜北西線経由ルート

料金 距離

4,050円
（1,800円）

124.7㎞
（ 64.3㎞）

【平成28年度以前】

【平成28年度以降】

【出典】平成28年３月１日国土交通省記者発表
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■ コロナ禍でも、大型車の交通量は小型車に比べ大きくは減っていない

■ 宅配便取扱個数は昨年に比べ増え、国民に必要なモノの流れはむしろ増加

■ 時限化されている大口・多頻度割引の拡充措置等がなくなれば、物流車両が一般道へ転換され、渋滞を助長

令和２年の全国の主要高速道路交通量（対前年比較）
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宅配便取扱個数の月別推移（対前年比較）

令和２年12月25日国土交通省トラック輸送情報をもとに神奈川県作成
【出典】国土交通省ＨＰ

③割引拡充措置の終了等に
よる一般道の渋滞助長２.首都圏の交通状況と課題

対前年比（％）

100

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＧＷ中 千個

大型車

小型車



３.神奈川県からの意見
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■ 道路の更なる活用を目指し、課題解決に向け、２つの視点から意見

解 決 す べ き 課 題 解 決 の た め の 視 点

道路の
更なる活用

より一層の
高速道路料金の

工夫

①首都圏では都心・昼間を

中心とした慢性的な渋滞

道路ネットワーク
の充実

②料金の差異による

渋滞助長

③割引拡充措置の終了等に

よる一般道の渋滞助長
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■ 首都高の慢性的な渋滞の緩和に向け、閑散時間帯の活用など、既存ストック
を賢く使う方法の検討が必要
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令和２年11月27日社会資本整備審議会道路分科会第45回国土幹線道路部会資料をもとに神奈川県作成

1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時12時13時 14時15時16時17時 18時19時 20時21時 22時23時

既存ストック
の活用

首都高の時間帯別の交通量と渋滞損失時間

交通量少

３.神奈川県からの意見

慢性的渋滞

既存ストック
の活用

より一層の
高速道路料金の工夫



■ 渋滞を助長させる料金差異の解消の検討が必要
■ また、混雑状況に応じた機動的な料金体系を導入するなど、高速道路網の

更なる有効活用に向けた検討も重要

圏央道経由

同一料金

同一発着・同一料金
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都心経由

厚木IC

桜土浦IC

圏央道経由

機動的な
料金の導入

混雑状況に応じた機動的な料金体系を検討

厚木IC

桜土浦IC

保土ヶ谷バイパス経由

横浜北西線経由

３.神奈川県からの意見

保土ヶ谷バイパス経由

横浜北西線経由

より一層の
高速道路料金の工夫

混雑

混雑

都心経由
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多 人 数 乗 車 の

車 両 を 割 引

■ 渋滞緩和を図るため、相乗りを促し、多人数乗車の車両は割引するなどの
検討も必要

【現在】

【将来】交通量が減り、渋滞が緩和

３.神奈川県からの意見

諸外国の事例（フランス・パリ・Ａ86トンネル）

【出典】平成25年１月28日社会資本整備審議会
道路分科会第３回国土幹線道路部会資料

◆カープール割引
・１台当たり３人以上の

車両は30％割引
・平日（７時～20時）を対象

（祭日は除く）

＜＜＝

より一層の
高速道路料金の工夫



■ 物流事業者は、エッセンシャルワーカーとして生活や経済活動を支えている
■ 大口・多頻度割引について、NEXCO路線では令和２年度末で時限を迎える

拡充措置の継続が、割引率の低い首都高路線では割引率の拡充が必要

【首都高】【ＮＥＸＣＯ】
割
引
率
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３.神奈川県からの意見

通常割引

現在割引（拡充）
ETC2.0を使用する事業用車両に

限る（令和２年度末まで）

≪大口・多頻度割引（車両単位）≫

より一層の
高速道路料金の工夫

≪大口・多頻度割引（車両単位）≫

同
程
度
の
割
引
率
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秦野中井IC

新東名高速道路

厚木秦野道路

圏央道（高速横浜環状南線）

小仏トンネル付近上り渋滞対策

新東名高速道路（海老名以東）
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３.神奈川県からの意見

神奈川と静岡の県境を
またぐ道路（伊豆湘南道路）

秦野ＩＣ

圏央道（横浜湘南道路）

栄ＩＣ・ＪＣＴ

凡 例

供用済

事業中区間

計画中区間

未事業化区間
（都決済）

■ 早期に道路ネットワークの充実を図っていくべき
■ そのためには財源確保が必要

道路ネットワーク
の充実

自専道の
断面車線が
少ない地域

海老名南
JCT

N



■ 財源確保について、有料道路事業の償還期間の延長等の検討が必要
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＋α

３.神奈川県からの意見

有料道路事業

直轄道路事業

有料道路事業

債務期間延長に
よる増分

検討（案）

◆新規路線の整備

・新東名

（海老名以東・６車線化）

・厚木秦野道路 など

◆整備中路線の早期整備

・新東名（海老名以西）

・圏央道 など

償還期間

自専道整備費

道路ネットワーク
の充実

全高速特別要望(R2.11.18)

償
還
期
間
の
延
長
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４.まとめ

■ 早期に道路ネットワークの充実を図る

■ 財源は、有料道路事業の償還期間の延長等による

道路ネットワーク
の充実

より一層の
高速道路料金の工夫

■ 首都高の渋滞緩和に向け、閑散時間帯の活用など既存ストックを賢く使う

■ 渋滞を助長させる料金差異の解消を図る

■ 混雑状況に応じた機動的な料金体系を導入するなど、高速道路網の更なる

有効活用を図る

■ 相乗りを促し、多人数乗車の車両の割引

■ 大口・多頻度割引について、拡充措置の継続や、割引率を拡充


